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燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業/
共通課題解決型基盤技術開発/高効率・高出力・高耐久ＰＥＦＣを実現する革新的材料の研究開発事業

P2-33

連絡先：国立大学法人山梨大学 水素・燃料電池ナノ材料研究センター
(fcnano-as@yamanashi.ac.jp)

山梨大学、パナソニック、田中貴金属工業、日本化学産業、東北大学、大阪大学、日産アーク（2020年７月~2022年6月まで）

◼背景やコンセプト

◼目的や目標 : 高効率・高出力・高耐久を実現する①触媒、②炭化水素系電解質材料、③触媒層

燃料電池の2030年以降に目指すべき目標性能を達成するための担体・触媒・電解質・触媒層に関る過電圧低減と耐久性向上を達成させ、
高効率・高出力・高耐久を両立した新たな電極・電解質材料を産業界と共に実用化につなげる。

A:触媒：①高効率運転 MA 600A/g(@0.9 V)、②高負荷運転 抵抗過電圧100mV(@2A/cm2)以下、③起動停止：乗用車の10倍、
④極限環境劣化 抵抗過電圧 水素中 64mV以下、 空気中 500mV以上

B:炭化水素系電解質：①高効率運転 膜 プロトン伝導率 2倍、ガス透過率 1/10、②高負荷運転 アイオノマー：プロトン導電率 ２倍、
ガス透過率2倍、③高耐久起動停止 膜 ガス透過率 1/10倍、化学安定性と機械的耐久性 フッ素系と同等

C:触媒層：①高効率運転 MA 600A/g(@0.9 V),②高負荷運転 抵抗過電圧100mV(@2A/cm2)以下、③起動停止：乗用車の10倍、
④極限環境劣化 抵抗過電圧 水素中 64mV以下、 空気中 500mV以上

◼顕著な成果

◼実用化・事業化の見通し

・セラミックス担体触媒は、日本化学産業による担体に田中貴金属工業で触媒担持して、事業化を検討中。
・OMC触媒は、東海カーボンによるOMCに日揮ユニバーサルで触媒担持して、事業化を検討中。

◼結論
・A：触媒、B：電解質材料、C:触媒層 のいずれの開発も、目標を達成した

A:触媒 a:セラミックス担体触媒

B:炭化水素系電解質

Ionomer   AGC HOPI-A
Membrane Gore-SelectⓇ membrane(thickness:8μm)
Cell 1 cm×10 cm
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A:触媒ｂ:カーボン担体触媒

O2雰囲気＋200℃ ：
Pt粒子径の増大と、ナ
ノポアの直径が拡大

初期：（室温）
微細なPt粒子が、
ナノポアの外表面
近傍に分散

H2雰囲気＋ 200℃ ：
一部Pt粒子径の増大。
ナノポアの内部に向
かって移動

N2雰囲気＋200℃：
Pt粒子径は変わらず、
多少深い場所に移動

SPP-QP :

Quinquephenyl (QP)

C:触媒層

共同実施：東レリサーチセンター、再委託：東京理科大学、リガク、日揮ユニバーサル、東海カーボン（2023年6月~2025年3月）

事業期間：2020年7月～2025年3月

NEDO2030年目標（EOL）レベルを達成

従来品と同等性能を達成

80 OC, Dry
従来品の約4倍の
酸素透過係数
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